
 

中津川市の財政の「現状」と「健全化」に向けて 
2007 年 11 月 

 
■平成 19 年度 実質公債費比率：20.8% 
 
 ・県内で 2番目に高い (良くない) 数値です。 
 

・市税などの収入に占める借金返済額の割合が高く、財政運営がきつくなっている状況

です。 
 
 
■原因 
 

市の会計全体の借金の借入額、返済額及び残高の推移
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決算統計資料より

 
            H9～11 

★下水道整備事業の借入(3 ヶ年で 145 億円、返済：5年据置 30 年償還) 

                   返済⇒(利子のみ)…………………………⇒(利子＋元金)⇒ 

H12 
★病院建設事業の借入(単年度で 68 億円、返済：5年据置 30 年償還) 

返済⇒(利子のみ)………………………⇒(利子＋元金)⇒

                                H13～15 
★環境センター建設事業の借入(3 ヶ年で 57 億円、返済：3年据置 15 年償還)

返済⇒(利子のみ)………⇒(利子＋元金)⇒ 
 

 ・平成 16 年度まで、下水道事業などをはじめとして、市民の皆さんが安心して快適な

生活を送ることができるよう、必要な施設の整備に、毎年 80 億円以上の借金をして

きました。 
 

 ・現在、借金返済のピークに来ています。 

 

 

 

 

返済ピーク 

主

な

借

金 

★なぜ、借金をするの ･･･ 
公共施設 (例：学校) は、今の世代だけでなく将来の世代も使うことになります。 学校の建設には、多額の費用

が必要です。 これを今の世代だけが負担することは不公平になります。 
そのため、借金をしてその返済額を将来の世代も含めて平等に負担していくという考え方です。 

※ 市の借金は、健全財政を将来にわたって維持するための方策ですが、借金返済が市の財政に過度の負担になら

ないようにコントロールすることが必要です。

H19



 

■借金返済計画 (公債費負担適正化計画) による実質公債費比率の推移 
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 ・計画的に毎年の借入額と返済額をコントロールし、残高を減らし、将来の借金返済の

負担を軽くしていきます。 
 

 ・平成 28 年度に、財政健全化基準の 18%を下回る計画です。 
 

(参考：早期財政健全化ライン 25%、財政再生化ライン 35%) 

 

■借金返済計画 (公債費負担適正化計画) による借金返済の推移 

 

赤・青・黄・緑で着色された部分は、平成 18 年度までに借入れた借金の返済額が年を経るにつれて

減っていく様子を示しています。 次に着色された狭間の無色の部分は、平成 19 年度以降借入れる借

金の返済額が年を経るにつれ増えていく様子を示しています。 18 年度までに借入れた借金の返済額

（着色部分）と平成 19 年度以降借入れる借金の返済額（狭間の無色の部分）を合わせた借金返済額は

減っていきます。 平成 32 年度には市全体の会計で借金返済額は 67 億円になる見込みです。 

市の会計全体の借金返済額の推移
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★繰上償還を行います。 

・H19 10 億円 ・H23   7 億円

・H20  2 億円 ・H24   5 億円

・H21  2 億円 ・H25   5 億円

・H22  5 億円 ・H26   7 億円



 

■借金を減らす 5 つの取り組み (方針) 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■自立的で持続的な中津川市へ 
 

 
    借金残高 

                                         健全化へ 
 

現 状 
 
 ①毎年の新たな借金は、その年の返済額 
  以内とします！ 
   ・「事業推進計画」に基づき、必要性の高い事業の優先順位付けを行い、 

    計画性を持って事業を行います。 
 

    ②国・県の補助金をより多く獲得します！ 
      ・事業実施には、まちづくり交付金をはじめとした国・県補助金を活用します。 
 

      ③交付税で還
かえ

ってくる有利な借金を活用します！ 
         ･合併特例債、辺地・過疎対策事業債などの活用を原則とします。 
 
 

④特別会計・企業会計の自立化を図ります！ 
           ・公営企業の自立経営を目指し、独立採算、経営健全化を推進し、繰出金を抑制します。 
 

⑤借金の繰上償還を行います！ 
              ・利率の高いもの、繰上償還による補償金がないものを優先し、借金返済額を減らします。

 
 

合併                    10 年後         15 年後 

   H17.2.13                  H26                     H31

 
◎ 市役所力をアップします！ 
                    ⇒ 行政改革に全庁的に取り組みます 

◎ 地方分権型の「市民が主役」の行政組織・体制と 
新たな市役所システムへ変革します！ 

 
 
◎ 財源の確保、経費の抑制に最大限取り組み、財政健全化を進めます！ 

・・・ランニングコストのかからない行政へ・・・

⇒ 市民サービスの向上につなげます 
 
 

公平・公正なサービスレベル 
                                         
                                                    ↑     市民力発揮 
 
 
 
 
           ↑ 

 
離陸    ★現在地            定常飛行へ 

合併                    10 年後         15 年後 

   H17.2.13                  H26                      H31
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